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第 39 回福島県内大学図書館連絡協議会総会 議事録 

 

 

 

日 時 ： 令和 4年 7 月 27 日（水）13：00～13：50 

形 式 ： オンライン会議 

出席者 ： 12 館 22 名 

欠 席 ： 1 館（会津大学短期大学部附属図書館） 

 

 

開 会 

あいさつ 郡山女子大学図書館館長 齋藤 美保子 

 

議長選出 

議事に先立ち、参加者の自己紹介がなされた後、議長の選出を行った。 

令和 4年度幹事館の郡山女子大学図書館の和知剛司書係長が議長に選出された。 

 

1 報告事項 

(1) 令和 3年度事業報告 

常任幹事館の福島大学附属図書館より資料に基づき報告があった。 

 

2 協議事項 

(1) 令和 3年度会計報告（案） 

常任幹事館の福島大学附属図書館より資料に基づき報告があり、会計監事の福島

県立医科大学附属学術情報センターより監査報告がなされ、原案のとおり承認され

た。 

 

(2) 令和 4年度会費の徴収について 

常任幹事館の福島大学附属図書館より、これまでの繰り越しや新型コロナウィル

ス感染症の影響による支出減少により会費に余裕が生じていることから、令和 4 年

度の会費の徴収は見送るとの提案があり、承認された。また、令和 5年度以降につ

いては、会則に基づき毎年徴収することを基本としつつ、繰り越し残高や事業計画

等を踏まえて各年度で検討し、徴収を見送る場合は、総会において協議するとの提

案があり、承認された。 

 

(3) 令和 4年度事業計画（案） 
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令和 4年度事業計画（案）について常任幹事館の福島大学附属図書館より資料に

基づき説明があり、原案のとおり承認された。令和 4 年度幹事館の郡山女子大学図

書館より、第 29回実務者研修会の開催については令和 4年度の担当地区である郡山

地区の図書館に後日連絡をするとの補足説明があった。 

 

(4) 令和 4年度予算（案） 

令和 4年度予算（案）について常任幹事館の福島大学附属図書館より資料に基づ

き説明があり、原案のとおり承認された。 

 

(5) 当年度会計監事の選出について 

常任幹事館の福島大学附属図書館より近隣の福島県立医科大学附属学術情報セン

ターに依頼したいとの提案があり、承認された。 

 

(6) 横断検索の運用について 

 第 38 回総会で福島県立図書館から検討依頼があった福島県立図書館の横断検索へ

の参加について、福島県立図書館と福島大学附属図書館より資料に基づき提案があ

り、承認された。 

 日本大学図書館工学部分館から、新型コロナウィルス感染症の影響により外部利

用者の入館を不可としている図書館もあるため、横断検索の検索画面等に外部の利

用者の利用について各館で対応が異なることを表記することが可能かどうか、との

質問があり、福島県立図書館から、横断検索画面への表記はシステム SEとの相談に

なる。トップページには表記可能であるが、確認に時間がかかるためわかり次第連

絡するとの回答があった。また、福島県立医科大学附属学術情報センターからは、

福島県立図書館の横断検索の結果イメージは福島大学のものと同じように表示され

るかどうか、について質問があり、福島県立図書館から、福島大学のものと同様で

検索結果の一覧に所蔵館が出るとの回答があった。 

 

(7) 第 78 回東北地区大学図書館協議会総会の会場大学について 

常任幹事館の福島大学附属図書館より資料に基づき会場大学のローテーションに

ついて提案があり、承認された。第 78 回の会場大学は日本大学図書館工学部分館が

担当することで内諾を得ているとの報告があった。 

 

3 その他 

  (1) 次年度幹事館について 

総会資料の幹事館一覧により、医療創生大学図書館が担当することを確認し、同

館よりあいさつがあった。 
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（2）質疑応答 

  福島県立図書館より、福島県立医科大学附属学術情報センターに開設された駅前

キャンパスの物流・運用についての質問があった。福島県立医科大学附属学術情報

センターからは、連携はしているが物流がうまくいっておらず、週 1回図書館職員

が出張で運んでいる。大体木曜日が多いので金曜日のふくふくネットには間にあっ

ているのではないか。事前に福島県立図書館と福島大学附属図書館には、駅前キャ

ンパスへの貸出は、福島県立医科大学附属学術情報センターに一度運んでから駅前

キャンパスに届くため、多少のずれが生じることを了解いただきたいとお知らせし

ている、と回答があった。 

 

閉 会 
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第２９回福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会報告 

 

 第２９回福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会は、令和４年１２月１５日（木）に、

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、Zoom を使用してのオンライン開催となった。 

 本年度開催地区である奥羽大学図書館が司会・進行を務め、当日は加盟館のうち１０館２

５名が研修に参加し、参加できなかった方に対して、期間限定でアーカイブを公開した。ま

た、研修会終了後に、Google による感想フォームを配信・回収し、各館の回答及び感想等

を取りまとめた。 

 オンライン開催は、昨年度に引き続き今回で２回目となったこともあり、大きな問題はな

く円滑に進行し、無事に会を終えることができた。 

 研修会のテーマを「障害者差別解消法と合理的配慮」とし、日本障害者歯科学会認定医で

もある奥羽大学歯科保存学講座歯内療法学分野准教授の佐々木重夫氏を講師にお迎えして、

障害に関する基礎知識から、障害者差別解消法の概要、図書館における合理的配慮及び施設

対策の事例等を交えてご講演いただいた。 

 研修会実施要項、講演資料及び感想等は以下のとおりである。 

 

 

郡山女子大学図書館 

奥羽大学図書館 

日本大学図書館工学部分館 
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福島県内大学図書館連絡協議会第 29 回実務者研修会開催要項 
 

 

 

日時：2022 年 12 月 15 日（木）13：30-15：30（予定） 

会場：Zoom を使用したオンライン開催 

研修会のテーマ 

「障害者差別解消法と合理的配慮」 

2016 年に制定された「障害者差別解消法」は、国・地方公共団体等の行政機

関ならびにすべての民間事業者に、障害を理由とする差別を禁止する法律です。

この法律が対象としている差別は「障害者の権利に関する条約」（2008 年発効）

にもとづいて定められており、障害者の基本的人権が健常者を対象にした措置で

は十分に保障されない場合、障害者の基本的人権を保障するための措置の提供

を「合理的配慮」として行政機関に義務付け、民間事業者には「合理的配慮」の

提供を努力義務としています（なお 2021 年の改正で、民間事業者への努力義

務が「義務」に強化され、改正法の施行日より 3 年以内の政令で定めた日に施

行予定）。大学図書館も法の例外ではなく現在、国公立大学の図書館ではすでに

義務として「合理的配慮」が求められています。 

今回の福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会では、奥羽大学の佐々

木重夫先生を講師にお迎えし、障害者差別解消法および合理的配慮についてお

話を伺うことになりました。今回の研修を通して、障害者差別解消法および合理的

配慮についてその基礎を学び、今後の図書館業務に活かすことができましたら幸

いです。 

 

次第 

13：00        受付 

13：30-13：40 開会式 

13：40-14：40 講演  

   奥羽大学 歯科保存学講座 歯内療法学分野 准教授 

佐々木重夫 先生 

14：40-14：50 休憩 

14：50-15：30 質疑応答・ディスカッション 

15：30         閉会 
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HHandicap

HHandicapped

Disability

DDisabilityy 
physically challenged
visually impaired
hearing impaired
learning disabled

Speciall needs

338 2022 1
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normalization

barrier free
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Universal Design

- 10 -



ppictogram

SA
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Pasteurella multocida
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NPO

- 14 -



- 15 -



ASD

ADHD
LD

SLD

:
ICD Implantable Cardioverter Defibrillator

AED Automated External Defibrillator
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EAS
ICD

4

4 No.155 No.173 190 203

DAISY
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貴図書館で「障害者差別解消法（合理
的配慮）」に関する資料（図書・学術
雑誌・DVDなど）を収集しています
か。

合理的配慮の提供について、貴図書館
で実施している方策（施設の改修、サ
インの拡充、職員研修等）がありまし
たらお教えください。

本日の研修会の感想をお教えくださ
い。

今後、実務者研修会で取り上げてほし
いテーマがありましたらお教えくださ
い。

1

話題になったものなど、通常の資料と同じ
レベルで収集している

「発達障害のある学生の理解と対応」
をSD研修で実施しました。

先生のご経験や事例等を交えてご講演
いただいたため，非常に分かりやすく
理解が深まりました。当館職員間で情
報を共有し，今後に生かしていきたい
と思います。ありがとうございまし
た。

図書館利用者を増加させる事例等の紹
介

2

話題になったものなど、通常の資料と同じ
レベルで収集している

3

話題になったものなど、通常の資料と同じ
レベルで収集している

図書館案内図などのサインの拡充 合理的配慮については基礎的な内容は
学んでおりましたが、言葉の使い方
（取扱いと対応、など）やEASによる
ペースメーカーの誤作動など知らない
部分も多く、勉強になりました。館内
のサインを拡充している途中のため、
今回の研修を活かし、ユニバーサルデ
ザインを意識した図書館づくりの参考
にいたします。

4

積極的に収集している ・昨年「図書館におけるユニバーサル
デザイン」をテーマに授業を行い、学
生からの様々なアイデアが出た。その
際、学生が作成したサインを使用して
いる。・国会図書館のレファレンス協
同データベースにて「障害者（児）の
ためのわかりやすい防災ハンドブッ
ク」について公開している。・ブギー
ボード（手書きボード）をカウンター
に常備している。

コンパクトにわかりやすい解説を頂
き、普段見過ごしがちな街なかのサイ
ンなど、あらためて見直すことができ
た。今後に活かしていきたい。

「教員とどのように授業との連携を
行っていけばいいのか」

5

話題になったものなど、通常の資料と同じ
レベルで収集している

図書カウンター前に筆談対応黒板を設
置、エレベーターの制限を開放、障害
者用トイレを２カ所設置など

様々な障がいを持つ人に、より親身に
なって、何を求めているのかを的確に
察することが大事なのだと学びまし
た。

6
話題になったものなど、通常の資料と同じ
レベルで収集している

車椅子利用の学生に対しては、何度か
卒業生を出している。

障害者の多種あること、対応方の違い
などを改めて確認することができた。

特にない。

7

話題になったものなど、通常の資料と同じ
レベルで収集している

普段の業務の中では、なかなか積極的
には考えることのないテーマについ
て、勉強させて頂く貴重な機会となり
ました。大変ありがとうございまし
た。

8

ほとんど集めていない 2019年度図書館改修工事を実施。エレ
ベーターやスロープ、多目的トイレ等
の整備

今回、実務者研修会に参加し、改め
て、本校図書館でも、障害者に対する
対応の仕方や、標識の設置など、ス
タッフ全員検討するきっかけとなりま
した。日常の生活でも、標識等を参考
にし、図書館でも取り入れていきたい
と思います。

学生の図書館利用について。来館する
きっかけとして、図書館ではどのよう
な工夫をしているか。

9

話題になったものなど、通常の資料と同じ
レベルで収集している

合理的配慮の対応例などを挙げていた
だいたので、今後図書館の利用者で配
慮が必要な利用者がいらっしゃる際に
は、今回の研修での学びを活かしたい
と思います。

10

話題になったものなど、通常の資料と同じ
レベルで収集している

本校図書館では、多目的トイレが2か
所あり、いずれもジェンダーフリーの
案内版があります。

障がいの種類、また、障がいのある方
に対する配慮として図書館が出来るこ
とを知ることができる良い機会となり
ました。図書館のスタッフ間において
も、知識や情報を共有したいと考えま
す。

貸出冊数や利用者数を増やすために
行っている効果的な図書の展示や、掲
示物などの工夫されている点について

第29回福島県内大学図書館連絡協議会実務者研修会
感想フォーム 回答一覧
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相 互 利 用 参 加 館 （ 公 立 図 書 館 ） 紹 介  
11 年振りに再開した浪江町図書館  

浪 江 町 図 書 館  木 村  正 人  
（ 高 知 県 被 災 地 派 遣 職 員 ）  

 
 2022（ 令 和 4）年 6 月 18 日 、東 日 本 大 震 災 及 び 原 発 事 故 発 生 か ら 休 館 と な っ て い た「 浪

江 町 図 書 館 」が 11 年 振 り に 再 開 し ま し た 。以 前 の 浪 江 町 図 書 館 と 同 じ 敷 地 内 に あ っ た 、閉

鎖 中 の 保 育 園 を 改 修 し 浪 江 町 公 民 館 と の 複 合 施 設 と し て 新 し く 生 ま れ 変 わ っ た 「 ふ れ あ い

交 流 セ ン タ ー 」 内 に 、 専 有 面 積 383 ㎡ 、 蔵 書 約 2 万 5 千 冊 、 座 席 数 29 席 で の 再 ス タ ー ト

と な り ま す 。  

こ こ で は 震 災 以 前 の 浪 江 町 図 書 館 、 震 災 に よ る 被 害 状 況 、 全 町 避 難 中 に 福 島 市 に あ っ た

「 浪 江 in 福 島 ラ イ ブ ラ リ ー き ぼ う 」（ 浪 江 町 仮 設 図 書 館 ） も 含 め て 紹 介 し て い き ま す 。  

 

震 災 以 前 の 浪 江 町 図 書 館  

公 民 館 図 書 室 だ っ た 浪 江 町 に 初 め て 公 共 図 書 館 が 設 置 さ

れ た の は 、1998（ 平 成 10）年 4 月 。複 合 施 設「 ふ れ あ い セ

ン タ ー な み え 」の 2 階 に 浪 江 町 図 書 館 が 置 か れ ま し た 。2007

（ 平 成 19） 年 に は 図 書 館 シ ス テ ム を 導 入 し 、 蔵 書 数 は 約 5

万 6 千 冊 、 年 間 貸 出 数 は 約 4 万 冊 。 夏 休 み に は 子 ど も 達 が

調 べ も の 学 習 で 来 館 し 、 サ ー ク ル に よ る 定 期 的 な 読 み 聞 か

せ 会 も 開 催 さ れ る 、 地 域 住 民 に 親 し ま れ る 図 書 館 で し た 。  

あ の「 3.11」の 震 災 発 生 時 、館 内 に い た 来 館 者・職 員 に 負

傷 者 は い な か っ た も の の 書 棚 が 重 な り 合 う よ う に 倒 れ 、 約

６ 割 の 本 が 落 下 し 図 書 館 の 床 は 本 で 埋 め 尽 く さ れ ま し た 。  

そ し て 、 そ の ま ま の 状 態 で 町 全 体 の 立 ち 入 り が 制 限 さ れ る こ と と な り ま し た 。  

 

浪 江 in 福 島 ラ イ ブ ラ リ ー き ぼ う  

震 災 か ら 1 年 5 ヶ 月 後 の 2012（ 平 成 24） 年 8 月 、 福 島 市 笹 谷 に あ る 浪 江 町 応 急 仮 設 住

宅 の 隣 接 す る 場 所 に 、小 さ な ワ ン ル ー ム の 図 書 館 が オ ー プ ン し ま し た 。そ の 名 も「 浪 江 in

福 島 ラ イ ブ ラ リ ー き ぼ う 」で す 。福 島 市 か

ら 提 供 さ れ た 土 地 に 民 間 企 業 （ 株 式 会 社

ア ン ト レ ッ ク ）が 義 援 金 を 募 り 、建 物 と 本

を 浪 江 町 に 寄 贈 す る 形 で 開 設 さ れ た 、 と

て も 小 さ な 仮 設 図 書 館 で す 。 応 急 仮 設 住

宅 で の 避 難 生 活 を 余 儀 な く さ れ て い る 浪

江 町 民 以 外 に 、 周 辺 の 福 島 市 民 に も 親 し

 
（ 震 災 後 の 館 内 の 様 子 ）   

 

（ 浪 江 in 福 島 ラ イ ブ ラ リ ー き ぼ う ）   
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ま れ る ア ッ ト ホ ー ム な 図 書 館 と し て 多 く の 方 に 愛 さ れ て い ま し た 。 浪 江 町 図 書 館 の 再 開 と

は 別 に 「 き ぼ う 」 を 存 続 し て 欲 し い と の 声 も 多 く あ っ た 中 、 閉 館 し な け れ ば な ら な か っ た

の が 、 と て も 残 念 な 出 来 事 で し た 。 現 在 は 建 物 を 福 祉 団 体 に 譲 渡 し 、 同 じ 場 所 で 、 団 体 以

外 の 地 域 住 民 や 自 治 会 も 利 用 で き る “地 域 に 親 し ま れ る 施 設 ”と し て 存 続 し て い ま す 。  

 

浪 江 町 図 書 館 の 再 開  

震 災 前 の 浪 江 町 図 書 館 が 設 置 さ れ て い た 複 合 施 設 「 ふ れ あ い セ ン タ ー な み え 」 は 、 地 震

に よ る 建 物 の 損 傷 が 激 し く 解 体 す る こ と と な り 、蔵 書 の う ち 郷 土 資 料（ 約 2 千 冊 ）に つ い

て 、 再 開 す る 図 書 館 で の 利 用 を 想 定 し て 解 体 前 に 別 施 設 へ 移 動 し ま し た 。  

解 体 工 事 と 並 行 し て 、 再 開 に 向 け た 作 業

が よ り 具 体 的 に な っ て い く 中 で 、 施 設 改 修

工 事 の 基 本 設 計 の 段 階 か ら 打 ち 合 わ せ に 参

加 す る こ と が で き ま し た 。 小 規 模 で も 一 通

り の サ ー ビ ス が 提 供 で き る よ う 、 細 か い 点

ま で 図 書 館 側 の 要 望 を 取 り 入 れ て 貰 え ま し

た 。  

特 に 地 震 に 対 応 で き る 書 棚 （ 免 震 装 置 付 き ） の 導 入 は 、 福 島 県 内 の 公 共 図 書 館 で は 初 と

な り ま す 。2021（ 令 和 3）年 ３ 月 16 日 の 福 島 県 沖 地 震 で は 、再 開 に 向 け た 準 備 作 業 中 の 書

棚 か ら １ 冊 の 本 も 落 下 し な い と い う 大 き な 導 入 効 果 を 確 認 す る こ と が で き ま し た 。  

図 書 館 シ ス テ ム に つ い て は 、 震 災 に よ り す べ て の デ ー タ を 喪 失 し て し ま っ た た め 、 プ ロ

ポ ー ザ ル 方 式 に て 業 者 選 定 を 行 い ま し た 。 新 規 導 入 と 同 様 の 手 探 り 状 態 で し た が 、 福 島 県

立 図 書 館 の サ ポ ー ト も あ り 、図 書 館 再 開 に 間 に 合 う よ う 業 者 を 確 定 す る こ と が で き ま し た 。 

蔵 書 は 、「 浪 江 in 福 島 ラ イ ブ ラ リ ー き ぼ う 」 の 蔵 書 を ベ ー ス に 収 集 し ま し た 。 以 前 の 図

書 館 が あ っ た 複 合 施 設 を 解 体 す る 際 に 移 動 し た 郷 土 資 料 は 、 本 の 状 態 を 確 認 し な が ら 登 録

作 業 を 実 施 し 、 図 書 館 入 り 口 付 近 の 書 棚 を 「 郷 土 資 料 コ ー ナ ー 」 と し 、 真 っ 先 に 図 書 館 来

館 者 を 迎 え て い ま す 。 ま た 被 災 地 の 図 書 館 と し て 震 災 ・ 原 発 事 故 関 連 の 資 料 も 積 極 的 に 収

集 し て い ま す 。  

 

図 書 館 が 利 用 者 で 溢 れ る 日 が 再 び 来 る の を 信 じ て  

震 災 前 と 比 較 し て 、町 へ の 帰 還 は 約 1 割（ 人 口：震 災 前・約 2 万 人 、現 在・約 1,900 人 ）

と い う 現 状 で あ り 図 書 館 利 用 者 も 少 な い （ １ 日 １ ５ 名 程 度 ） の で す が 、 よ り 多 く の 方 に 来

館 し て も ら い た い と 日 々 工 夫 し な が ら 運 営 し て い ま す 。 Facebook も 毎 週 更 新 し て い ま す 。 

震 災 か ら の 復 興 に 節 目 も 区 切 り も あ り ま せ ん 。 ま だ 復 興 へ の 道 の り は 続 い て い ま す 。 ま

だ ま だ 十 分 な サ ー ビ ス は 行 え て い ま せ ん が 、 い つ の 日 か 再 び 図 書 館 が 利 用 者 で 溢 れ る 日 が

来 る の を 信 じ て 、 引 き 続 き 図 書 館 サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め て い き ま す 。  

 

（ 浪 江 町 図 書 館 の あ る 複 合 施 設 “ふ れ あ い 交 流 セ ン タ ー ”）   
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福島県内大学図書館連絡協議会会則 
 
 

制定 昭和６０年２月２８日 
改正 平成 ２年７月 ６日 
改正 平成 ５年７月 ９日 
改正 平成 ７年７月２５日 
改正 平成１２年７月１４日 
改正 平成１５年７月１１日 
改正 平成１６年８月 ６日 
改正 平成１７年８月 ５日 
改正 平成１８年８月２４日 
改正 平成２７年９月１７日 
改正 平成２９年７月２０日 
改正  令和元年７月２５日 

 
 
第１条 本会は、福島県内大学図書館連絡協議会（以下「協議会」という）と称する。 
第２条 協議会は、次の大学図書館及び福島県立図書館並びに福島工業高等専門学校図書館をもって組織

する。 
   １ 会津大学情報センター 
   ２ 会津大学短期大学部附属図書館 
   ３ 医療創生大学図書館 
   ４ 奥羽大学図書館 
   ５ 郡山女子大学図書館 
   ６ 桜の聖母短期大学図書館情報センター 
   ７ 昌平図書館（東日本国際大学・いわき短期大学） 
   ８ 日本大学図書館工学部分館 
   ９ 福島県立医科大学附属学術情報センター 
  １０ 福島学院大学図書館情報センター 
  １１ 国立大学法人福島大学附属図書館 

第３条 協議会は、加盟館相互の緊密な連携と協力により、図書館の施設、管理、運営などについての進

歩、改善を図ることによって、地域社会の進展に寄与することを目的とする。 
第４条 協議会は、前条の目的を達成するため、随時図書館に関する講習会の開催、その他必要と認める

事業を行なうものとする。 
第５条 協議会の総会は年１回開催する。但し、必要に応じて臨時に開催することができる。 

２ 開催地については、原則として福島地区、郡山地区、いわき地区、会津地区とし、１か年交代

とする。 
第６条 会務を処理するために、幹事館をおく。 

２ 当分の間、福島大学附属図書館を常任幹事館とする。 
３ 第５条第２項における開催地区の加盟館の中から、協議によって、年度幹事館を選出し、年度

幹事館は当該年度総会その他の事業運営を処理する。 
第７条 本会の会計監査を行うために、会計監事をおく。 

２ 会計監事は、総会において常任幹事館及び年度幹事館を除く加盟館から１館選出する。任期は

１年とし、再任を妨げない。 
３ 会計監事は、総会において監査結果を報告する。 

第８条 協議会の事務局は、常任幹事館内におく。 
第９条 協議会の運営に要する経費は、会費その他の収入をもってあてる。 

会費は年額５，０００円とし、会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるもの

とする。 
 
附 則  この会則は、平成２年７月６日から施行する。 
附 則  この会則は、平成５年７月９日から施行する。 
附 則  この会則は、平成７年７月２５日から施行する。 
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附 則  この会則は、平成１２年７月１４日から施行する。 
附 則  この会則は、平成１５年７月１１日から施行する。 
附 則  この会則は、平成１６年８月６日から施行する。 
附 則  この会則は、平成１７年８月５日から施行する。 
附 則  この会則は、平成１８年８月２４日から施行する。 
附 則  この会則は、平成２７年９月１７日から施行する。 
附 則  この会則は、平成２９年７月２０日から施行する。 
附 則  この会則は、令和元年７月２５日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 
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（会則第７条についての申し合わせ） 

常任幹事館においては、会計処理、記録保存などの総合的会務を処理する事務局機能を担当し、年度幹

事館は、常任幹事館との密接な連携の下に、当該年度総会その他の事業実施事務を担当する。 
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